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鹿児島県、高隈山地域鉱床概報

高島　清畳　高瀬　博鞭

、 Ore　Depo＄its　of　Takakuma　I）is廿ict，Kago曲ima

　　　　　　　　Prefeetufe

　　　　　　　by

Klyoshi　Takashima＆Hiroshi　Takase

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　This　district　is　located　in　t琢e　southem　part　of　Mt。Sakurajima．

　　　The　area　consists　of　unknown　Mesozqic　formation，　schalstein－diab琴se　complex　andI

biotite－granite．

　　　Ore　deposits　are　of　the6ssure　fi1、ling　type　and　rm　in　E－W，direction．

　　　Ore　is　composed　of　gold，silver，chα1copyrite，wolframite，molybdenite，b圭smuthinite，
cassiterite，’galena，sphalerite，py士rhotitel　pyrite，arsenopyrite，tourmaline，quartz，muscoマite，

biotite，　sericite，　chlorite，　garnet　etc．

　　　The　zonal　arrangement　of　ore　is　seen　around　the　granite　mass。

要　　旨

　高隈山を中心とし，その周囲は古くから金銀鉱・銅鉱

・錫鉱・タングステン鉱・モリブデン鉱・電気石等の産

地として知られているが～これら鉱床の相互関係とその

成因等を知る’ために調査を行なつたものである。

　本地域を構成する地質は，砂岩・ト頁岩・千枚岩・チヤ

、一ト等の時代未詳の中生層とこれを貫く花輯岩類等から

なり，→部には輝緑岩・輝緑凝灰岩があり，さらにこれ

らは第四紀泥熔岩・火山灰等を被る。

　鉱床は花崩岩体の周縁部とこれに近い中生層中の裂か

を充填する鉱脈で，、僅か14鹿屋銅由のみは輝緑岩中に生

成きれている。本地域に分布する各種の鉱床は，今回の

調査の結果からみれば高隈山を構成する花嵩岩塊を中心’

として，中生層を外側に向かい帯状分布を示しているこ

とが著しい特徴である。すなわち中心部から外方に向か
』
つ
て
錫 鉱床，タングステン，モリブデン鉱床，銅・鉛・

亜鉛鉱床および金銀のみを微量に伴う鉱床等が同心円状

に分布している。

　本地域め鉱床は多くは小規模であるから開発が容易で

ないが・企業体の整理・統含・または選鉱設備の整備を

することによつて多くの鉱床の鉱石を総括利用する方法

を講ずる必要があろう．

＊鉱床部
＊＊元所員

　　　　　　　　1．緒　　言

　筆者らは昭和29・年5月8日から17日間，鹿児島県高

隈山塊の鉱床調査を実施した。本地域は，桜島の南東鹿

屋市の北部にあたる急峻な山系からなり，古来，金・銀F

・銅・錫・タングステン・ モリブデγ・電気石等の鉱産

地として知られてきたが，これまで組織的調査はほとん

ど行なわれたことがない。

　南九州の金属鉱床は一般に第三紀火山活動に伴つて生

成されたものが多いが，本調査地を含む谷山～高隈山一

一佐多地域には，この種のものはほとんどなく，、一むし

ろ中生層中に逆入する酸性深成ないし半深成岩に密接な

関係をもつもので，多くの高温性鉱物が産出きれる。・

　今回の調査ではとくに地域全般からみて，地質との関、

連における鉱床の分布状態，鉱石鉱物の共生状態，今後

の開発上の諸問題等を検討した。岩石ならびに鉱石等の

詳細については目下研究中であるが，現在までに収集し

た資料礁より報告する。

　なお調査に際し協力を受けた県・市町村当局ならびに

鉱山の各位に対し感謝の意を表する。地形測量は技術部

一測量課茅山芳夫が担当した。・

2．鉱山の分布および現況

　本地域の鉱山はほとんどすべて花嵐岩体周縁部および

その接触帯をなす中生層中に散在する。．そのうち鹿屋銅
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⑦大隅鉱山　　　⑧花岡鉱山

⑪横岳鉱山
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山だけは、鹿屋市郷ノ原部落北部に発達する，輝緑岩・輝

緑凝灰岩等からなるコンプレックス（comづlex）中にある。

第1図に示すとお り東西約10km・南北約10kmの区

域内には10数鉱山が分布するが，すべて休山中である。

最近2，3の鉱山においては，坑内の整備，探鉱等が

計画きれており，また県および地元市町村もこの地域の

鉱産資源の開発に力を入れているので，ふた㌧び鉱産地

として発展する可能性が考えられる。

3．地　 質

　本地域は時代未詳の中生層と，これを貫く後期中生代

末ないし第三紀初期の花闘岩が基盤の主体をなし，一部

。・には輝緑岩・輝緑凝灰岩からなるコンプレックスがあ

る。これらはさらに第四紀泥熔岩（灰石），火山灰（シ

ラス）．等に厚く被覆きれるが，海岸，、河川等では浸食が

著しく・台地または段丘状地形塗形成することが多い・

　中生層は砂岩・頁岩・千枚岩・チャート等の互層から

なり，層理の一般走向NNEでWまたはEに傾斜し，御
岳一柊野一小薄の方向に背斜構造の存在が考えられる。、
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第2図 高隈山地域地質鉱床図
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また第2，3図に示すように，N　SおよびNNW－S　S

Eの2系の断層が数條平行して潜在するようである。

　砂岩は淡黄褐色～淡灰色中粒の硬砂岩が多く，これに

は層理を明瞭に示すものと無層理のものがある。頁岩は

黒色～灰褐色であるが，・風化作用をうけて淡灰緑色の軟

質となつている。

　千枚岩は剥離性に富み頁岩と漸移し，地表部は一般に

軟質泥土様になつている。チャートは上野鉱山鉱区の東

部の沢沿いにおいて珪質頁岩から堅硬な千枚状チャート

に漸移して頁岩中に挾有されているのが認められる。量

的には頁岩・砂岩が多く，千枚岩・チャートは薄層とし

て局部的に認められるにすぎない。

　花闘岩は中粒ないし細粒の黒雲母花嵐岩からなり，接P

触帯の中生層をホルンフェルス化し，とくに横岳・花岡

鉱山付近ではこの変成作用により黒雲母を著しく生成し

ている。

　花崩岩体およびその周辺の中生層中にはペグマタイト』

・アプライトが岩脈状に貫入しプその末端部は気成鉱物・

、を伴う石英脈に漸移している。

　鹿屋市郷ノ原部落北部には，輝緑岩・輝緑凝灰岩等か・

らなるコンプレックスが分布するが，’本岩類と中生層と

は断層をもつて境している。輝緑岩は産状からみて塊状

のものと枕状熔岩型のものとがある。、

4．鉱　　床

　4．・1鉱床概読

　薩摩南部の鉱床は，新第三紀の火山活動に密接に関係

のある浅熱水性鉱脈が多いが，本地域の鉱床は生成時期

からみてもそれらより古く，酸性深成岩漿と成因的に関

係をもつペグマタイト性鉱床である．

　鉱床は花嵩岩体の周縁部とこれに近い中性層中の裂か

を充填する鉱脈で，走向EW系のものが多く，NNE轟

S　SW系のものがこれに次ぐ。

　傾斜は直立に近い値を示すことが多い。鹿屋銅山だけ

は輝緑岩中に胚胎する含銅硫化鉄鉱床からなり，走向E

WでNに30。内外傾斜する。

　花嵐岩体中およびそれに近い中生層中の鉱脈には錫石

英脈が多い。・花巌岩体北部の垂水地域にはとくに錫鉱脈

が多く，また南部の小屋谷付近にも小規模のものがみら

μる。錫鉱床帯の外縁にはタングステン・モリブデン鉱

床帯が発達し，横岳・栂平・重金・花岡等の諸鉱床が知

られている。きらにこの外縁には銅・鉛・亜鉛等で代表

きれる鉱床帯があり，木下・鹿屋・祓川等がこれに属す翫

　これら諸鉱床には，それぞれ金・銀・砒・蒼鉛・瑚素

・アンチモニー等が微量に随伴する。　　　パ
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　　第4図　高隈山地域鉱床帯圏分布模式図

　花巌岩体周辺には，代表的な金属元素1こよつて3つの

分帯に分けることができる。その分布を平面的に模式図

で示すと第4図のとおりで，花嵩岩体はNNW－S　S　E

方向に伸長するものと推察きれる。露出箇所は少ないが，

変成作用の状況からみて本岩体のうちには底盤上で比較

的現地表の近くに潜在する部分のあることが予想きれ

る。小屋谷鉱床付近はその現われかも知れない。

　また1つの鉱脈群についても，花岡・大隈鉱山のよう

に近接した数條の平行脈においてそれぞれ鉱石鉱物を異

にするようなものもある。

　一般に雑鉱型の鉱床が多く，品位が一定しない傾向が

あるから，経済的には稼行の対象として考えられないも

のも相当ある。タングステン・モリブデン・錫等は，電

気石甲量と比例し，また金・銀は硫砒鉄鉱・蒼鉛鉱の量

と比例して増減する一般的傾向がある。鉱石鉱物の共生

関係と各元素含有率との関係は本報告に詳細に記述する。
’
4
． 2鉱山別鉱床概論

　生2．1高隈鉱山

　御岳（1，200m）東方斜面，標高200～400mの間には

数條の含金・銀石英脈があり，梅ノ木谷地区と岩脇地区

に大別される。いずれも黒色頁岩の層理面およびそれと

斜交する裂かを充蟹する石英細脈であるが，一部には断

層面に沿つて含金・銀黒色粘土脈もある。主要鉱脈の走
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向・傾斜・鍾幅・品位等を示せば，第1表のと諮りであ

　　　　　　　　　　　　　　　　」る。

第1 表

試　料＿般走向
採取場所

梅ノ木谷
1●号脈

　　
2号脈
　ル
3号脈
岩　脇
1号脈
　グ
2号脈

N50。E

NS』

N200E

N50QE

N40。E

傾斜

80。S

25’OE

80QN

85QN

30。S

鑓幅
（cm）

＄

5

5

5

10

Au
（9／t）

O．7．

tr．

0．0

Ag
（9／t）

』6．O

tr．

O．0

鉱　 脈

含硫化鉄
黒色粘土脈

粘土混り
白色石英脈

白色石英脈

白色石英脈

含硫化鉄
石英脈

　梅ノ木谷地区ではいずれも小規模に鑓押探鉱が行なわ

・れているが，低品位，かつ細脈のため掘進を中止してい

る。岩脇2号脈の探鉱以外には今後期待きれるものはな

い。

　4．2．2祓川鉱山

　鹿屋駅北方約5kmの御岳（1，200m）の南麓，一標高

350m付近に位置する。粘板岩質黒色頁岩中の裂かを充

填する含硫化物石英脈からなり，N80。E～EW，65～

80。Nの走向・傾斜を示すものが多い。

　黄鉄鉱・磁硫鉄鉱・硫砒鉄鉱・黄銅鉱・方鉛鉱等の硫

化物を伴う石英脈で，主脈は東西に約20m掘進されて

いるが，一般に酉部は鉱脈が弱くなり硫化物も減少して

いる。現在までの最大鑓幅は30cm内外で，鉱床の落し

からみて東方下部に富鉱体が存在するものと推察され

る。

　なお主脈以外には数條の平行脈があるが，いずれも弱

く稼行価値に乏しい。

　主脈鉱石の分析結果の一例を示すと第2表のとおりで

ある。

る。

鉱脈はいずれも走向EW～N80。E，傾斜60～80。N

を示し，脈幅は数cm～40cmで，NS系の群小断層で
転位きれることが多い。

隼人恥坑は坑口より82mで崩落しているので詳細は

不明であるが，坑口付近でみられる脈幅0・3m，、0・15m，

0．1mの3條の石英脈を鑓押坑道で掘進している。聞く一

ところにホれば，坑口の120m付近力＞ら北方に約100m

立入坑道を掘進し，途中で脈幅0．1m内外の11～12條

の石英脈に，また坑口から工80m付近から南方1す約15

0m立入坑道を開さ「くして地表に抜ける間に，幅0。1～

0．3mの7條の石英脈に逢着しているという。これら多

数の鉱脈のうち，南立入坑口から10m付近にある0・3m

幅の鉱脈だけはタングステン鉱に富むという。

鉱石鉱物としては自然金・自然蒼鉛・鉄マンガン重石

・輝水鉛鉱・輝蒼鉛鉱・黄鉄鉱・白鉄鉱・硫砒鉄鉱・方

鉛鉱・輝安鉱からなり，電気石・白雲母・黒雲母・絹雲

母・石英等の脈石鉱物を随伴する。

鉱石の分析結果を示せぼ第3表のと諮りである。

第　3　表

No．1
No。2
No．3

Au
（9／t）

0．0

11．7

tr．

Ag
（9／t）

0．0

5．O

tr．

IAs
（％）

0．05

0．01

WO3
（％）

9．54

0．30

Sn
（％）

第2表

33．72

（重石鉱〉

（錫鉱）

本鉱床の鉱石は雑鉱型であるから，今後開発にあたっ

てはこの点に充分留意し，よく検討すべきであるる

採取場所
1東引立下盤際
2東引立上〃

』3西　引　立
4　　一〃

Au（9／t）

1．6

2．0

9。3

0．5

1　　　Cu（％）Ag（9／t）

　　　一
30．4

24．7

74．0

30．0

1．57

4．41

6．02

0．10

Pb（％）

2．1

6．

18．57

分析；1～3は鹿児島県工業試験場，をは地質調査所

4．2．3　栂平鉱山

鉱床は珪質頁岩中に胚胎する含金タングステン・モリ

ブデン・蒼鉛」石英脈で，主要脈は隼人1坑で鑓押され

たが，このほかにもこれに準ずる平行脈が数條認められ

4。2．4　小屋谷鉱山

鹿屋市北西方約6kmの小屋谷部落の漢谷沿いに位置．’

し，栂平鉱山鉱区の西部にある。

鉱床は砂岩・砂質頁岩の互層中に発達するN70～80。

W方向の裂かを充填するものと，母岩の層理面に沿つて

発達するものがあるが，そのうち前者には優れた鉱床を

胚胎し，きらに前者と後者の交差部には富鉱体を形成す

ることが多い6

　1号坑の鉱脈は谷底に露頭があり，走向N80。WでN

泥60。傾斜する幅0．5m内外の含硫化物石英脈で，西方

坑内において走向N30。E・W傾剥の断層に切られてい

る。

　2号坑鉱脈は1号脈の北方約50m付近にあり，走向

N70。WでNに65。傾斜する幅5cm内外の裂か充填鉱

脈と，層理面に沿う鉱脈からなり，両者の交差部に富鉱

体を形成している。すなわちこの部分は石英細脈あ層理

に沿つて入つたために縞状を呈し，，俗にrトラブチ」と
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第 4 表

試料採取場所
第　 1　露　頭
第　2　露　頭
小屋谷支流旧坑

小屋谷2号坑

Au（ゑ／t）

4．7

1．7

0．7

0．3

Ag（9／t）

．39．0

88．0

106．0

166．0

Cu（％）

0．06

0．02

0．03

7．22

tFビ（％）

11。45

17．72

18．67

12．84

［s『（％）国（％）

11．32

5，29

6．91

6．62 0．1以上

Ge（％）

0．0015

As（％）

1．98

0．42

21。25

0．15

称するホルンフニルス質変成岩となつている。またこの

部分には多少の金が認められる。鉱染部は黒色電気石部

と白色石英質部とに黄銅鉱が鉱染きれたもので，一部は

これが酸化して斑銅鉱・銅藍・孔雀石に変わつている。

　3号坑鉱脈は2号脈の北方約50mにあり，幅10酎20
cmの硫砒鉄鉱石英脈であ為．現在入坑できないため鉱

床の状況は不明である。

　東3号坑鉱脈は走向N70。WでNに60Q傾斜する白色
石英脈で，少量の硫砒鉄鉱を随伴する。

『本鉱床は優勢なものが多いが，いずれも上部が灰石に

被覆きれていて露出が少ないので，今後は灰石下部の探

鉱がとくに必要である。

　鉱石の分析結果を示すと第4表のとおりである。

　4。2．5　鹿屋鉱山

「鹿屋市郷ノ原部落北方約2kmの標高約250m付近の

沢を横切つて，ほ9EW方向に発達する含硫化物，砒化

物石英脈で頁岩中にある己坑口はすべて崩壌，水没し鉱

床の詳細を確かめることができなかつたが，坑口付近の

貯鉱および住民の話から総合する≧，鉱石は硫砒鉄鉱・

磁硫鉄鉱・黄鉄鉱および少量の方鉛鉱・鉄亜鉛鉱・黄銅

鉱等からなるものである。また鉱床は一般走向EWでN

々こ傾斜し最大幅1．2mの鉱脈が1條あり，200m内外鑓

押されたが排水不旬能のため昭和9年以来休山した由で

ある。

　今後は排水計画を立て下部の取明けをまち，坑内の状

況が判明したのち探鉱に主力を注ぐことが必要である。、

また立入坑道をさらに北方に延ばし，平行鉱脈の存否を

確かめるごとも大切であろう。

　4．2，6・一鹿屋銅山（第5，6図）

　鹿屋市郷ノ原部落北西端の標高200m付近に旭坑があ

るら

　鉱床は輝緑岩・輝緑凝灰岩等からなるコンプレックス1

中に走向ほダN60。W，傾斜30～40。Nで発達する含銅

亜鉛・磁硫鉄鉱床である’。鉱床はほダ同一層準内に珠数

状に配列する数個の富鉱体からなり1現在までに走向方

向約150m¢）間に5個の富鉱体が確認されている。単位

鉱体の規模は走向延長20～40m，傾斜延長10一’20m2

最大幅2m程度である。構造としてはN　S系の断層，榴

函

襯

口即岩㈱凝灰岩討細

囲鉱体
／石英脈
／ギ占土脈

〆角襟破蹄

／走向頼斜

／節理
／断層

　　　　　　』カ　o

　　　　20　　卸　　　　忽
　　　　　　紹

　　砂ガ物r一、

礫雛　饗諺｝

「第5図

35　’

〃

熱，
．．ノ

　　　　　β

　　．o

鹿屋銅山旭坑・

25即

幅jo㎝

即
斑

“圭簾坑

　ア
．＼論罫
　　熱／

　　　　　　　　　　旭坑　　》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　士om1

　　　　　　　物　　　　　　　　＼ω
　　　　、レ［”　　　　　　　彩

　　　　　　　・”
顧　　　　肖’r　！〆　野　超
　　　アク磁一・∠μ　 一携衡

　　　　　　　　　　　＼
鐸　　　　　　　 ＼

一＿」一〇山

玉簾坑坑内地質’鉱床図
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γ

か

無
名
坑

　　　　　　　，糞千代坑
　　　　　　　　＼榊坑

惣議昇導’

　　　魁坑
　4道側坑
　　　　　　＼横切坑

／』』

　　　潭切坑

ノV

A－B　’〆　体1
　　　　　　／〆

、ず宍勧
／石蘇　　・　　　　　 s／へ粘土脈

　　　　筆コ＿一

ノ嬬
■’

玉嫉坑堀毛一もm5

蜀丙坑

C－D

イ，一□載面図

　ど　
ノピ甲坑　　　　　　◇

　　　．4．

’／
　ノノ

、／～占土脈

石英脈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘱。鉱体
無名坑

　　　　　　　鬼坑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，、
　　　＿幽一猷　　　　　　　　　　　、　　　・　　　　　．
　　　　険姿　　＿評　　か評
　　　　　　　　＿ス璽毒黄切坑　一丙坑　・扉癒体L一一一一一一灘蝉’

・」一轟」・m・　一櫛坑　　　ノ　 、　ゆ、刎

　　　　　　　第6図　　鹿屋、銅山坑道関係図（平面および蔵面図）

一｝一一旭坑地並土om

曲軸の存在が著しく，断層の場合は数m以下の変位を示

すことが多く，とくに鉱体尖滅部に著しい。

　旭坑地並では西端引立付近に発達するEW断層に切ら

れ，・鑓先未確認のまま作業を中止している。また玉簾坑

地並は本鉱床の下部を探鉱するたダ）に開坑きれたもので

あるが，鉱床胚胎部より下にすぎた観がある。採掘跡の

鉱石1は褐鉄鉱化していることが多い。採取試料の分析値

は第5表のとおりである。

第　5　表

試料採取場副翻

旭　　　　　坑
旭坑（赤色粘土）

旭坑一玉簾坑斜坑

坑外カ　ラーミ

2．5

0．7

0．5’

0．3

畿1

151

　7

　2

　5

Cu
（％）

1．10

0．75

0．30

0，15

Fe
（％）

28．89

38．23

42．00

45．39

S
（％）

3．55

今後の探鉱方針としては旭坑西端引立の断層面に沿つ

て切上り，『切下り探鉱を行ない，鑓先を把握すること，

および傾斜方向にさらに富鉱体を毒いだすことであって。＿

これは本鉱山を将来発展させる一方法である。

　なお明治年間に探鉱きれた甲坑隻弓坑・丙尊・横切蔀r

・榊坑兜入千代坑・忠主坑・追切坑・無名坑等はいずれ’

も輝緑岩中の裂かを充填する粘土細脈，、、黄殊鱗鎖染部お』

よびその酸化によつて褐鉄鉱化した部分を探鉱したもの’

と考えられるが，これらはいずれもその規模が小さく，

，今後は稼行の対象とはならないものと考えられる．

　昭和29年3月，鹿児島県企画室で行なわれた電気探
　　　　　　　　　　　ぺ鉱3）の結果によれば，旭坑坑口北方直距約200m付近に

第1低電位地点が表示されているが，はたしてこれが本

鉱床傾斜方向の富鉱体を意味するか否かはさらに吟味の

一余地があると思われる。既知鉱体のある地表にほ徴候ら

しいものがない点から推して，・地質構造または地下水等

の影響かとも推察諏為消面螺鋤触臓嬉ま
ず旭坑地並を中心とした走向・傾斜両方向への発展を考

えるべきである。鉱床成因論は別としても本鉱床は普通

、、り卸脈とは趣を異にしジおそらく一つの屠準上解胚胎す

るキースラーガー型の鉱床と考えられるから，その点探

鉱上注意を要する。
　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1
　‘L2．7大隅鉱山

　御岳（1，181m）一忠兵衛岳（778m）を結ぶ南北陵線

の西方斜面，標高500パ70qmの間に10数條の豆W系

平鱗脈が知られており，そのう狸鰹ロ』繁隅鉱　

等によつて南部の6鉱脈が稼行諦た・黍鉱騨騨以

来相当積極的に稼行きれたが，群小鉱区乱立等の影響も

あつて大規灘坑道曝傭熊えず流分な成果蝉
・賜れな仰たもの鱗観
　鉱床は若干泳ルンフェルス化きれた粘板岩砂岩互層中
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の裂かを充填する含金・銀・タングステン・砒素3棚素

石英脈の集含からなる。最南端からそあ走向・傾斜・鑓

幅・鉱石鉱物等を略記すれば第弓表のとおりである。

第　6　表

第　7　表

試料採取場所

1
2
3
4
5
G

陸向

EW
N800W
N80。E

N80。E

N75。W

EW

1傾斜

∫60。N

60。N

60。N

60。N

60。N

60。N

1最大幅
（cm）

20

30

70

70

100

1鉱石鉱物
鉄マンガン重石・金

　　、金

　　金
硫砒鉄鉱・金

　　金
　　金

1脈石鉱物

石英・電気石

石、　英

石　　英

石　　英1
石英・電気石

石』　英

3　　　号　　　坑
2　号本、坑西押

2号本坑中央部
2　号本坑西・押
同　　　　　　　　上
大一F切　坑　東　引　立

1号坑（電気石石英脈）

1　号　坑　東　押
大切坑（1号脈）

Au
（9／t）

tr．

137．7

「22．0

10．3

37．5

44．O

tr．

tr．

tr．

Ag
（9／t）

tr．

221．0

36．0

52．0

20，0

8．O

tr．

tr．

1．0

As
（％）

0．01

24．35

12．95

2．98

30．70

2。63

0．04

0．03

0．04

Wo3
（％）

　1号脈は電気石石英脈に鉄マンガン重石を混えるζと

が著しいが，2号～6号脈は鉄マンガン重石をほとんど

伴わない粘土一石英脈で，硫砒鉄鉱・電気石等を局部的

に随伴する。全般的にみてタングステンは1号脈，’金・

銀は4号脈に富鉱蔀をつくつている。4号脈を鑓押する

2号本坑西押の硫砒鉄鉱石英脈には含金品位が高く，富

鉱部はNNW方向に落しを示す。

　一般に電気石石英脈にタングステンを，硫砒鉄鉱石英

脈に金を含有し，また砂岩を母岩とする場合には鉱脈は

肥大する傾向がある。採取試料の分析値は第7表のとお

りである。、

0．05

4．04

‘今後の探鉱方針としては1号脈の走向方向および傾斜

方向の操鉱と・2号本坑西押下部をNNW方向1す押して

ボナンザをみいだすことが急務と考えられる。また南部

から北部に向かつて通洞を開きくすることも本鉱山の発

展にもつとも重要なことである。

4．2．8花岡鉱山（第7，8図）

本鉱山の鉱床は南部鉱床と北部鉱床とに大別きれる。

南部鉱床は鹿屋市花里部落北東方直距約2。5kmの平岳

南斜面に分布するホルンフェルス中の多数鉱脈からなる。

今回の調査で約15條の鉱脈を認めたが，これらは1，2

を除いて，いずれも10～20m程度鍾押きれて　（50～

A

　　　　　旦堕　　　　　　　　　　0坑

　　　　．蔦　．繍翫
　　　　　　不毛石英脈
　　　　　旦堕　　　　　　　　　上塗

擁一藷野驚継騨
　福15㎝馴幅lm鞍石多、　　不モ磯
　　　ウ　しゆヒ　　ガ
　猫　 纏彫し
　　　　　　　　　　　　　2坑昭　　　　瀞　　卿倉電気石更石石英脈　　　　　　　一ア0

　　　　　　　　　　　　　　拶
　　　　　7坑　　　　　　　　　　幅3匹m僅石石英脈）

　　　　　■
　　　圷盤離凝幅四幅愈　　3坑
　　　下麟干徽蹴噛　　 電気礁畠2・㎝κ5諮　o

　　　　　　　　　　　　　　砂
　　　　　　　　　　ぬ　　　　　、越　　　脇・η幅｝2。．磁幅2㎝
．ロ母岩〔ホルン繊上　　　　　織石重石石磯編劉

欝．、黛欝　駆　警

ハ層　　　　礁．

〆鉱除露頭

∫L　坑□

秘瑚鶴
ノ’／道路

6ヲき　旧m毎等高綜

一12，5m　比高

一m

、筆藩。

B

　　　ノ
　　　　　　し　　　　　燃．
　　　　　’　　　　　’

　　　　！
　　　　！

／一rr識籏ノ
　　ノ10　20・　30　βo　　m

A＝花商鉱山南鉱床坑道別坑内地質鉱床図　『　　B：花岡鉱山南鉱床露頭関係図

　　　第7図　花蘭鉱山地質鉱床図
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第　8　表
坑道名

0坑
1坑，2坑

3坑
4
．
坑

5坑
6坑
丁坑
8坑

走　　向
　N60。E’
N70。E～EW

N800E’》N700W

　EW
　EW耳W分岐脈6條

　N70。E　．

　N80。E

傾　斜
40。N
70QN

70QN

70。N
－
6
0 。N

50～80。N

80。N
600N

最大鑓幅
（cm）

3
30

25

10

15

100

100

40

鉱石鉱物
鉄マンガン重石

　・〃
〃

鉄マンガン重石

磁硫鉄鉢
輝水鉛、鉱

．脈　石　鉱 物

石英一・電気石
石英づ電気石・褐色粘土

石闇英・電気石
，石英・電気石
石　　一　　英
石
、 英・電気石
石英・電．気．石

石英・電気石

（肖lj景u面） 　　・＋・r』｝
メ

乙隆．、　十＋十 ，＼

　　！・’㍗＋＋＋＋1’・’．’．』・￥

　　　＋＋花離＋∵噛夕繍難石

第8図　花岡鉱山付近の鉱脈模式断面図

60m鍾押する坑道が2坑道ある），走向方向も傾斜方向　　P胚胎する。．

もぼとんど未知の部分で占められている。南から主要鉱　　　白滝右岸の花闘岩岩壁には幅数cm’》10cmで，EW、1

床の特性を概記すると第8表のとおりである。NS系の　　方向に走る数10條のペグマタイト質石英電気石鉱脈が

断層がきわめて多く，鉱脈は1m以下の変位を示すこと　　露出し，一部には若二Fの鉄マンガン重石を含む。

が多い・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白滝西方のホルンフェルス中には，アプラィト質石英

南部の0坑’》6坑で稼行された鉱脈はタングステンで　　脈があつて，走向N60・E，傾斜N40・’を示し，その盤

代表され・北部の8坑鉱脈はモリブデンで代表されてい　　ぎわには自然蒼鉛・輝水鉛鉱等が認められた。脈右とし

るので・7坑付近がその境界となつているようである・　　ては石英・長石・雲母・柘榴石・電気石等を随伴するが，

モリブデンは石英脈に限らず・石英細脈と母岩の境界近　　＿般に鉄マンガン重石は石英脈中に電気石．柘榴石等が

くの後者中にも鉱染するのが普通である・　　　　　　　　多いほど多く晶出しているように思われる（第8図）。

採取試料の分析値は第9表のとおりである。
　　　　　　　　　　　採取試料の分析値は第10表のとおりである。

　　　　第9表　　　　　　　 ’　　第10表

試料採取場所

8　号　坑
6F号　坑
2号坑（上坑）

Au（9／t）

tr．

0。0

0。0

Ag（9／t〉

．1．0

0．0

0る0

1弊・（％）1Wq（％〉・試料魏場所・1入u（9／t）IAg（9／t）IM・（％）IWq（％）・

．0書75

7．28

3．06

全般的に鉱脈系はN70。W，EW，N70。Eの3系の複

合脈で，それぞれの交差する付近に富鉱部を形成してい

る。今後はこのような観点から走向・傾斜両方向にきら　　近に1條の鉱脈が知られている。

1こ探鉱を進あるととが望ましい。　　　　・　　　・1　　鉱床は黒色頁岩中の断層を充填す為走向EW・傾斜N

北部鉱床はペグマタイ、ト質石英脈からなり，南部鉱床　　に70～80Qの含金・銀・銅・鉛・亜鉛・鉄』◎石英脈から

の北東部の花崩岩およびその周辺のホルンフェルス中に　　なる。漢谷沿いに比高約30mごとに上，中，下3坑道

北部灘上流露頭l　tLl　tLα・21572

今後の探鉱としてはアプライト質石英脈の下部を注意

するのが最も適当ではないかと思われる。

4．2．9　木下鉱山

古江港北東直距約5kmの横岳南斜面，標高500m付
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が開きくされているが，下部坑道は浸水，・上部坑道は貯

鉱，ズリ等で充填きれ，いずれも充分観察することはで

きない。主脈は漢谷沿いの断層を充填したEW脈で，こ

れから分岐する細脈は下部坑口付近では・N50。E方向に

母岩の層理に沿つて胚胎している。後者は幅0．6m内外

の硫化鉄鉱石英脈である。前者は幅0。51～L　lmの石英

脈で，多種の硫化鉱物を随伴している。

硫化物としては方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄鋼鉱↓黄鉄鉱・

磁硫鉄鉱・白鉄鉱等が認められ，金・銀を若干伴つてい

る。採取試料の分析値は第1！表のとおりである。

第12表

試料採取場所

滝下の露頭
本　　　　坑』・

東部の2m露頭

鬼ケ谷露頭

Au（9／t）

0．3

2．O

L3
tr．

Ag（9／t）

3
8

15

3

As（％）

O．44

0．06

0．05

備考

第11表．

試料採取場所鵬鵬1，蕩傷1翻鴇
木下鉱山上綱tLl37・IL72α3・157・1α・6

　本鉱山では露頭付近を小規模に稼行きれたにすぎず，

走向・傾斜両方向にぽとんど探鉱きれていない。今後は

漢谷からの浸水防止策を立てきらに下部および東西両方

向に発展させてゆく必要がある。また元選鉱場跡付近の

地並から立入探鉱を行なうのも一方法であろう。東方延

長上は隣接横岳鉱山の鉱区内にまで発展する可能性が考

えられる。

　4．2．10　上野鉱山

　本鉱山は木下鉱山の西，古江港北方直距2．5～3km

付近にあつて，数條の鉱脈からなつている。これを東部

から1，2，3，4号脈と呼べば，，奥号脈は石墨質頁岩

中に発達する走向N60。E，傾斜500Nの破砕帯を充填

，する幅約50cmの緑泥石一白雲母一粘土一石英脈からな

る鉱脈である。2号脈は1号脈西方約200m付近の珪質

頁岩・チャrrト中の鉱脈であるが，地形急峻で露頭は観

、察しえなかつたが，鉱石は含輝安鉱石英脈からなるもの

である。脈幅は詳細は不明であるが，約1m余あるとい

う。3号脈は2号脈の北西方約400mの滝下にあ1），珪

質黒色頁岩中の含金・銀硫化鉄石英脈で露頭部の観察で

は，走向N600E，．傾斜500N，幅最大50cmの鉱脈とN

700E，30。N，幅2～3ごmの鉱脈との複合脈である。

西部の4号脈は3号脈西方約100m付近にあり，走向N

400E，傾斜600Nで砂岩中の破砕帯を充墳した含金銀

石英脈からなる。破砕帯の幅は1～1．3mあり，そのう

ち上盤際0。2mは石英脈からなり母岩の角礫を混じえ，、

下盤側は1m内外網状石英細脈からなつでいる。走向方

向に約500m，傾斜方向に約30mが確認されているが，

富鉱部に逢着しないま．ま休山している。

　採取試料の分析値は第12表のとおりである。

　今後の問題としては各鉱脈とも一般に低品位の不毛石

3号脈
4号脈
2号脈
1号脈

英脈であることが多いから，むしろ2号脈の探鉱に力が

．注がれるべきであろう。

　4、2．11横岳鉱山

横岳（1，102m）の南斜面，標高400～1，000mの間に

3條の鉱脈が知られ，南より小滝鉱床・万滝鉱床および

山頂鉱床と呼ぶ。’

　小滝鉱床は砂質頁岩中に発達するN　S系の断層を充填

した含金・銀・銅・鉛・亜鉛・石英脈で，一部に細粒電気

石を伴う。破砕帯の幅は0』5～1mで，鉱脈の最大鑓幅

は1m内外である。本鉱床は漢谷に沿つて表土を剥り取

つた程度で，詳細は不明である。今後は滝からの浸水を

防止し，下部の探鉱が望ましい。走向延長は約150mま

で確認きれており，前記木下鉱床と同型式の鉱床と考え

られるから今後の発展が期待される。

　万滝鉱床は小滝上流比高約150mの高所，沢を横断し

てN80。E方向にあり，1條の石英脈である。石英細脈

はホルンフェルス中を東方に向かつて探鉱中で，金属鉱

物は認められない。しかし露頭の状況から推定すれば，

少量の蒼鉛・モリブデンを含む石英脈と考えられる。

　山頂鉱床は横岳山頂南西方約500m付近の山腹に露出

する石英脈で，走向N80。E，傾斜800N，露顛延長900

m・幅0・5～2・Omである。露天掘付近では盤際に細粒

の電気石を伴う優白質緻密の珪石脈からなるが，西延長

上では磁硫鉄鉱・黄鉄鉱石英脈に漸移している。母岩は

砂岩を主とし，一部頁岩の薄層を挾有している。採取試

料の分析値は第13表のとおりである。

第13表
試料採取場所1

横岳三角点・
南西部露頭

横岳三角点
西部露頭1
大滝露頭
万滝露頭

翻
tr．

0．7

tr．

0．3

Ag
（9／t）

tr．

31．0

2．0

49．0

As
（％）

0．06

5．50

0．02

0．07

B
（％）

0．05～0．』1

Ge

0．000

上記3脈はそれぞれ規模を異にし，』現在みられる範囲

では小滝鉱床の探鉱に最も重点を置くべきものと思われ

る。山頂鉱床は規模は大きく，西鑓先ほど硫化鉱物の量
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が増加する傾向があるがら，西鑓押探鉱もゆるがせにで

きない。本鉱床は不毛珪石脈の部分が多いから窯業原料

資源として考慮してはどうかとも思われる。

5．開発上の問題

　本地域の鉱床を通覧すれば鉱脈の延長方向はEW系が

　　　　　　　　　　　　べ最も多く，ζれに次いでN　S系のものおよび母岩の層理

に沿うものがある。

　これらのうち優勢な鉱脈は，E宙系のものに多い傾向

がある。また母岩の層理に沿うものは弱く，稼行価値に

乏しいことが多い。この観点から推して白山一横岳一中

方限一郷ン原一花里一白山で包囲きれる区域内に優勢な

鉱床が密集する可能性が大きく，本地域の開発からみて

最も重要な区域と考えられる。しかも接近して鉱床が賦

存するから，これらを集約して総合的に稼行しうる利点’

がある。しかし他方これに反して群小鉱区が乱立して，

開発を阻止する困難な酉が各所に認めちれる。1その一例

として露頭があつてもこれを探鉱または採掘をするには，

地形上の制約から，他の鉱区から開坑しなければならな

いような場含があり，また同一鉱脈が異なつた2鉱区に

まだがり，利権争いの因をなす場合もある．

　このような問題は，鉱床の存在状況を基として，総合

的な観点に立つて有効な開発に努力しない限りこの地域

の地下資源の合理化は望めない。したがつて本地域には　・

実情に即した鉱区の統含分割が最も重要な聞題であろう．

　今回の調査結果から上記重要鉱床帯を次の8鉱床群に

大別することができる。各鉱床群は近接した鉱脈群集か

らなり，相互に平行関係をもつものが多いから，集約稼

行の可能性がある。地形の條件を考慮したうえで南北方

向の立入探鉱を行なえば，未知鉱脈をきらに多数確認す

ることもできる。　　　　　　　　　　’　　　　　，

　南部から列挙すると

　1）鹿屋銅山鉱床群

　2）鹿屋鉱山　〃

　3）栂平鉱山　〃

　4）祓川一小屋谷　ク

　5）大隅鉱山　〃

　6）花岡南部一小滝一木下　〃

　7）花岡北部一万滝　〃

　8）横岳山頂　〃

　1）～4）は金・銀・銅・硫化鉄・鉛・亜鉛・砒素等

を主とする鉱石鉱物からなるものが多いから，この鉱床

群としては選鉱が重要な因子をなす。小屋谷東部山頂付

近には錫を産する。

　5）および6）の東部地域は，金・銀・タングステン・

・モリブデン・砒素・棚素等の鉱物が主体をなす。その

うち6）の西部地域は1）～4）と同型式のものに移化

している。

　7）の東部地域はタングステン・モリブデン・棚素等

を産するが，西部万滝寄りでは蒼鉛等を僅かに伴つてい

，，る。

　8）の東部寄りでは棚素・金・銀・タングステンを微’

量に伴う不毛石英脈となるが，西部延長上ほど砒素・硫

化鉄の量を増加している。

　これらの鉱石の組成の差は，花崩岩体からの距離によ

つて左有きれることが多いと推察きれる。

　8鉱床群はそれぞれ東西に細長い分布を示すが，南北

方向には1km内外の間隔をもつて鉱床群が配列するか

ら，各鉱床群ごとに集約して稼行する方が有利である。

6．結　　語

　本地域の鉱床は高隈山塊の花嵐岩の逆入を受けた中生

層中の鉱脈であり，この火成活動に成因的に密接な関係1

をもつもので，その点南九州に多い浅熱水性鉱脈とは趣

きを異にするものである。鉱床は地質図に示すように，

EW系裂かを充填する鉱脈が最も優勢である．母岩の層

理面に沿つ亡胚胎する鉱脈は弱く，稼行対象とな，り難い

ものが多い．また花闘岩体を中心≧して，これから離れ

るにしたがつて鉱石鉱物は高温性のものから低温性へと

移化して帯状分布することが著しい。’

　今回の調査の結果から判断すれば・区域内においてこ・

れら諸現象を総合すると，稼行対象となりうる鉱床の存

在する範囲は，白山一横岳一中方限一郷ノ原一花里一白

山を結ぶ地区に限られる。

　本地域はシラス・泥熔岩等が広く覆つているので鉱床

の潜在性も考えられるが，その探査の方法は容易でな

Fい。

　本地域は古くから南九州の鉱床帯の一つとして知られ

ているにもか＼わらず，終戦後はほとんど沈滞状態を続

けているが，その理由のおもなものは，鉱床が小規模で

あるところから群小鉱区が錯綜していること，利権の複

雑性をもつこと，企業資本がいずれも弱体であること，

したがつて探鉱は本格的に行なわれなかつたことなど

である。

　以上のことから本地域の鉱床の有効開発は必ずしも容

易ではないが，まず第一に企業体の整理，統合と選鉱設

備の総合整備によつて多くの鉱床の鉱石を一括処理する，

こと等が必要であろう。

　　　　　　　　　　　　　（昭和29年5月調査）
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